出向契約書

株式会社〇〇（以下「甲」という。）と、〇（以下「乙」という。）とは、以下のとおり出向契約を締結する。
（出向）

第１条　乙は、株式会社●●（以下「丙」という）に出向し、下記就業場所において、次の業務を、丙の指揮監督に従い誠実に行う。

①就業場所
　丙の本社内（〇）

②業務内容
　〇
２　ただし、丙の指示命令に従い配置転換に応じるものとする。

（出向期間）

第２条　乙の出向期間は、〇年〇月〇日より●年●月●日までの〇年間とする。

２　出向期間は、甲又は丙の業務上の都合により、●年を超　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　えない範囲で延長できるものとする。

（出向期間中の乙の地位）
第３条　甲は、乙の出向期間中は、乙を休職扱いとし、乙は第１条の業務を遂行するにあたり、丙の指揮監督に服する。

（就業規則の適用）

第４条　出向期間中の賃金、勤務時間、休憩、休日等の労働条件については、乙は、丙の就業規則に定められた条件に従って勤務する。ただし、乙にとって、甲の就業規則が適用される場合よりも不利益となる部分については、甲が乙に対して、これを補償する。

（賃金等）

第５条　出向期間中、乙は、丙から賃金の支給を受ける。ただし、甲の給与額が丙の給与額を上回る場合には、その差額は、甲が負担する。
　　２　賞与については、丙が負担する。ただし、甲の賞与額が丙の賞与額を上回る場合には、その差額は、甲が負担する。

（労災補償）

第６条　乙が丙において、業務上の事由により、傷病にかかった場合又は死亡した場合、その補償は、丙の負担とする。ただし、丙の支給基準が、甲の労災補償規定の定める額を下回るときは、その差額は、甲が補償する。

　　２　乙に関する労災保険の加入は、丙において行ない、労災保険料も丙の負担とする。

　　

（費用負担）

第７条　乙の健康保険、厚生年金、厚生年金基金、雇用保険及び介護保険等は、甲が取り扱い、丙は甲に対し、その費用を支払わなければならない。ただし、労災補償については、前条の規定とおりとする。

　　２　乙の日常業務により発生する諸費用は、丙の負担とする。

（復職）

第８条　甲は、乙の出向期間が満了した場合には、乙を甲の適切な職務に復帰させる。
２　乙は、業務上の都合により、甲から復職を命じられた場合には、出向期間経過前であっても、これに応じるものとする。

（復職後の労働条件等）

第９条　乙の復職後の労働条件の決定及び退職金、その他の給付金の算定にあたっては、出向していた期間は、甲において勤務したものとみなす。

（出向者の移籍）

第１０条　前２条の規定にかかわらず、甲、乙、丙の三者の協議によって、乙の同意があれば、丙へ移籍することができる。

　　

（協議解決）

第１１条　本契約に定めのない事項、又は本契約の解釈について疑義が生じたときには、甲、乙及び丙が誠意をもって協議の上解決する。

（合意管轄）

第１２条　甲、乙及び丙は、本契約に関し、裁判上の紛争が生じたときは、〇地方裁判所を専属的合意管轄裁判所とすることに合意する。

本契約の成立を証するため、本書３通を作成し、甲乙丙各自署名（記名）押印のうえ、各１通を保有する。

年　月　日
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